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研究の目的と意義 

自己免疫性肺胞蛋白症の治療法の一つである全肺洗浄術はサーフ

ァクタントが貯まった肺を片肺ずつ20〜30リットルの生理食塩水

で洗浄するという侵襲の高い手技ですが、希少疾患に行われる稀な

手技であるため、どのような体位で洗浄すれば最も術中の低酸素が

防げるのか不明です。術中の体位により低酸素血症の程度が異なり

ますが、実測値を検討した報告はありません。今回、患者様のカル

テより情報を収集して、洗浄したときの体位の違いによる低酸素の

状態を調査し、どのような条件で洗浄したら安全に洗浄できるかを

検討します。この検討により推奨すべき体位が判り、患者により安

全性な手技を提供できると期待されます。 

本研究の対象となる方 

2000年１月１日以降に下記の施設で自己免疫性肺胞蛋白症のため

全肺洗浄術を受けた患者様。さいたま赤十字病院、新潟大学医歯

学総合病院、北海道大学病院、東北大学病院、福島県立医科大学

付属病院、自治医科大学付属病院、獨協医科大学埼玉医療センタ

ー、金沢大学付属病院、神戸市立医療センター中央市民病院、熊

本大学病院。 

提供していただく情報 

電子カルテに保存されている病歴（年齢、性別、既往歴、治療内

容等）および検査結果（血液検査、画像検査、呼吸機能検査等）。 

術中記録として保存されている麻酔チャートおよびバイタルデー

タ。それぞれのデータは個人情報を除いた匿名とする。 

研究内容 この研究は介入・侵襲を伴わない多施設共同観察研究です。 

個人情報の取り扱い 

研究実施に係る情報を取り扱う際には予め患者の個人情報とは無

関係な番号を付して情報を管理する。研究に携わる医師は、患者

の個人情報が院外へ漏れないように厳重に保管する。 

問い合わせ先 

（拒否等の受付窓口） 

【研究担当者】 

  所属：さいたま赤十字病院 呼吸器内科副部長  

氏名： 赤坂 圭一 

  住所：埼玉県さいたま市中央区新都心 1 番地 5 

  電話：048-852-1111  

 


